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3年間で世界は変わった。福岡は変わったか?
2011年 2012年 2013年
アラブの春

ユーロ危機

中国GDPが⽇本を抜く

スティーブ・ジョブズ死去

リーダー交代（中・露・仏・北朝鮮）

ロンドン五輪

尖閣・⽵島問題

中国成⻑⽬標を7.5%に引下げ

ローマ教皇交代

ボーイング787安全問題

ボストンマラソン爆発テロ

2020年東京五輪開催決定
東⽇本⼤震災
なでしこジャパン世界⼀

⼤阪ダブル選挙

テレビ地デジ移⾏

国内全原発停⽌

政権交代
東京スカイツリー開業

⼭中伸弥教授ノーベル賞

⽇銀総裁交代

⽇本再興戦略

TPP交渉参加

富⼠⼭世界遺産登録

九州新幹線全線開業

JR博多シティ開業

グリーンアジア国際戦略総合特区指定

福岡県知事選挙

福岡都市⾼速道路全線開通

KLM欧州直⾏便就航

特定都市再⽣緊急整備地域指定

福岡市⼈⼝150万⼈突破

グローバルMICE戦略都市指定

国家戦略特区提案

FDC発⾜

地域診断、地域戦略の検討

地域戦略の策定

部会の発⾜、地域戦略の推進

地域戦略の推進

第1回Fukuoka地域サミット
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そもそも、なぜ、どのような成⻑が必要か?
持続可能な地域づくりのためには成⻑が不可⽋



 

成⻑＝経済活動を通じて⽣み出される地域の総⽣産額 すなわち付加価値額の増加


 

付加価値額＝営業利益＋⼈件費＋減価償却費＋賃借料＋租税公課＋特許使⽤料

成⻑が⽌まると
将来への投資の原資がなくなる

•

 

格差はさらに広がる
•

 

財政再建が困難になる
•

 

⾃⽴した地域経営ができなくなる

ヒトや⾦が集まらなくなる
•

 

現状維持すら難しくなる

世界経済における相対的な位置が低下する
•

 

企業間競争の優位性も低下する
•

 

今の絶対的な所得⽔準も低下する

リーダーとしての役割
福岡は⼈⼝増加がしばらく続き、国内の他地

 域よりも成⻑の可能性が⾼い
•

 

九州や⽇本国全体の経済を牽引する

 役割がある
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Fukuoka D.C.とは


 
福岡都市圏の成⻑戦略を策定から推進まで⼀貫して⾏う産学官⺠の連携組織

達成すべきこと


 

国際競争⼒の強化による福岡都市圏の持続的な成⻑

2011年4⽉設⽴


 

設⽴趣意


 

地域経済をグローバル化


 

産学官⺠が⼀体


 

スピード感を持って戦略を実⾏


 

九州、⽇本、⼈類の発展に貢献

86の会員（2013年10⽉4⽇現在）



 

正会員

 

58


 

特別会員

 

6


 

賛助会員

 

22

（注）福岡都市圏広域⾏政推進協議会の対象エリア

福岡都市圏＝広域⾏政圏（9市8町）



これまでと何が違うのか?
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FDCは戦略を⽴案し実⾏する主体である
戦略を⽴案し、当事者として実⾏するシンク＆ドゥタンクである。
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世界の⽬線で情勢を認識し戦略を組み⽴てている
世界から⼈と投資を呼び込み、持続的な成⻑を⽬指している。
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福岡市マスタープラン

福岡都市圏の
成⻑戦略

①「⽣活の質の向上」と「都市の成⻑」
の好循環を創り出す

②福岡都市圏全体として発展し、
広域的な役割を担う

地域 ⼈材 ＭＩＣＥ
都⼼

スタート
アップ

８つの重点産業分野
×

８つのビジネス基盤

⼈材 ＭＩＣＥ 都⼼

都市経営の基本戦略

⺠間活⼒の投⼊と
 

公共政策の担保が連動している
戦略の主な要素が、福岡市マスタープランに位置づけられている。
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市⺠の主体的な参画の機会を増やそうとしている
産学官の連携に留まらず、市⺠⼒を成⻑の源泉に位置づけている。
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域外の知恵や資本を積極的に呼び込んでいる
政府、域外企業、外国政府などと共に活動している。
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国⼟交通省

外国の政府・団体
オランダ
シンガポール
国際地域ベンチマーク協議会（IRBC）
国際社会実験（Citymart

 

/ LLGA）

国際的なコンサルタント
⽇本経済研究所
FTS Urban Design
⽇建設計
野村総合研究所
Re:public
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国からも地域活性化のモデルとされている
経済財政諮問会議にて有識者議員が地域の協議会の強化を提⾔した。
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設⽴に⾄る２つの背景
世界の地域づくり

国際地域ベンチマーク協議会(IRBC)


 

各地域の国際競争⼒を⾼めること
 を⽬的に、指標やまちづくり成功
 例の共有を⾏っている国際ネット
 ワーク。



 

産学官の実⾏委員会により、2010 
年の年次総会を福岡で開催。

⽇本の新しい公共
官⺠連携主体による地域づくり推進

 事業


 

法的⽀援制度の構築を⾏う上で、
 国の対等なパートナーとして選定
 （国交省2011〜2012年度）



 

「官」の「縦割り」、「横割り
 」の制約や「⺠」の政策決定過
 程への関与の弱さを克服



 

地域の「官」と「⺠」が連携し
 、⾃発的に地域の活性化を進め
 ることが必要



 

「官⺠連携主体」が地域戦略の
 策定段階から実施に⾄るまで⼀
 貫して関与することができるよ
 う、国による⽀援制度の構築を
 ⾏う
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地域戦略の策定
地域診断

地域戦略
将来像、情勢認識、⽬標、戦略、⼯程、重点分野

?
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徹底した地域診断を踏まえて情勢認識を共有した
現実を冷徹に認識しつつ、攻めの姿勢と実現性のある戦略を策定した

機会 脅威

アジアの成⻑
九州の統合深化

⼈⼝減少
東⽇本⼤震災
世界経済危機
⽇本の国際競争⼒低下

強
 

み

東アジアの中⼼という
 戦略的な位置

⾼い暮らしの質
九州における中枢性

アジアの成⻑と共に
 ビジネス拠点として
 成⻑

多様な⼈材にとって住
 みやすく働きやすい環
 境づくり

弱
 

み

低い社会的多様性

断⽚化したリーダーシ
 ップ

産学官⺠パートナー
 シップによるスピー
 ドと責任ある推進

内需型産業の⾰新によ
 る雇⽤基盤の維持
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実
質
）

（年度）20072000

予測

２００８年度

８市８町は

福岡都市圏の２７％

２００８年度

福岡市は

福岡都市圏の７３％

データ出所：市町村⺠計算、国⺠経済計算

[地域診断の例] これまでの成⻑実績
福岡都市圏の地域総⽣産額（GRP）は約10兆円(2007年度)。

2000〜2007年度で年平均成⻑率は1.7%。

全国並びに福岡市･福岡都市圏の総⽣産額推移
（注）GRP=Gross Regional Product 地域総⽣産、GDP=Gross Domestic Product 国内総⽣産

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜都市圏とは？＞

・「都市圏」とは何のことか？　誰が何のためにどうやって設定しているのか？

・住民は基本的には役所の決めた「行政単位」というものに従っているように見えて、実は平気で無視してしかもそのことを意識せずに生活している
（通勤・通学・買い物）。
・通学の場合（中学・高校）は「越境入学」という言葉も存在するが、仕事や買い物でこの「越境」を意識する人は少ない。

・定義としては、「地域の中心都市…（上記）」であり、簡単にいえば、「住民の日常生活領域」。歴史的な都市発展の経緯、地理的状況に加えて、最近ではJRやバスなど都市間交通の状態によってその「範囲」が異なってくる。
・全国では主要なもので１６０個、九州では（レポート８４頁）沖縄の２個を入れて２４個。
・大分都市圏は、大分県で唯一人口１０万人以上の都市圏（他県では２以上あり）。これは地理的・地形的・歴史的な経緯が影響か？　ちなみに熊本は２（熊本、八代）、宮崎は３（宮崎、都城、延岡）、福岡は７あり。

・都市圏のイメージとしては、ドーナツの形（中心都市＋郊外圏）
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データ出所：PricewaterhouseCoopers UK Economic Outlook November 2009

4％〜：サンパウロ、上海、ムンバイ、北京、デリー、広州、リオデジャネイロ、イスタンブール、カイロ、メトロマニラ、カルカッタ、テヘラン、パンコク、ジャカルタ、天津、

 

ダッカ、リャド、リマ、バンガロール、カラチ、チェンナイ、ホーチミン、ハイデラバード、重慶、アフマダーバード、ジェッダ、プネー、ハノイ、瀋陽、アレキサンド

 

リア、スーラト、ラホール、武漢、ラゴス、成都
3％〜：メキシコシティ、ブエノスアイレス、モスクワ、ブラジリア、サンティアゴ、ヨハネスブルグ、ボゴタ、モンテレイ、ケープタウン、グアダラハラ、サンクトペテルブル

 

グ、ポルトアレグレ、ベロオリゾンテ、アンカラ、ダブリン

都市名
2008(実績) 2015(予測) 2008-2015

順位 実質GRP 順位 実質GRP GRP増加額 GRP伸び率
東京 １ 1,479 １ 1,608 189 1.7%

ニューヨーク ２ 1,406 ２ 1,597 151 1.8%
ロサンゼルス ３ 792 ３ 885 93 1.6%
⼤阪・神⼾ ７ 417 10 449 32 1.1%

上海 25 233 17 355 132 6.6%
ソウル 21 291 19 342 51 2.3%

バンクーバー 68 95 73 109 14 2.0%
福岡 73 88 79 99 11 1.7%

[地域診断の例] 国際ベンチマーク（成⻑予測）
福岡市のGRP伸び率予測は年率1.7%。
2015年の実質GRP額の世界主要都市ランクは79位。
年率3%以上の伸び率は新興国の都市が中⼼。

世界主要都市の実質GRP

（注）伸び率は年平均、GRPの単位は10億ドル
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福岡都市圏の産業別特化係数と成⻑率

[地域診断の例] 産業別の優位性と成⻑性
国内優位性が⾼いのは卸売･⼩売、運輸・通信、サービス。
国内優位性が低いのは農林⽔産と製造業。
成⻑率が⾼いのは製造業、政府部⾨、サービス、不動産など。

農林水産
製造業

建設

電気・ガス・水道

卸売・小売

金融・保険

不動産

運輸・通信

サービス

政府部門他

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

-6% -4% -2% 0% 2% 4% 6%

特
化
係
数

2007年度/2000年度（年平均）

小円は各産業の全国平均成
長率を表しているもの。
小円の大きさは付加価値額
の規模とは比例していない。

(注)
各産業の円グラフは付加価値額

 

ウエイト。
2007年度/2000年度は、付加価

 

値額の伸び率。
特化係数は、2007年度実質。定

 

義は、｢福岡都市圏のＡ産業の付加

 

価値額が全産業に占めるウエイ

 

ト」を「全国のＡ産業のウエイ

 

ト」で割ったもの。例えばＡ産業

 

のウエイトが福岡都市圏で30％、

 

全国で20％だとすると、特化係数

 

は1.5となる。

成⻑性

優
位
性

データ出所：福岡県統計資料、県⺠経済計算
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福岡都市圏の主要な都市基盤整備等への投資分布

[地域診断の例] 街づくりの実績と、これからの⽅向性

地域成⻑に対応し、全域に投資してきた結果、都市の⾻格はほぼ完成。
量の充⾜から質の向上へと、都市開発の⽅向性の転換が必要。
成⻑の源泉の再構築には、良質な都市空間整備と産業基盤の強化が必要。

データ出所：福岡市総合計画、九州データ・ブック、ヒアリング資料等
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（出典）｢伊藤滋の東京グランドデザイン2030｣(地域開発2011.7)

東京東京〜⼤阪

⼤阪
約500㎞

超特急2時間30分
(リニア1時間10分)

南京

上海〜南京

約350㎞
超特急2時間00分 上海

[地域診断の例] 周囲で進む広域経済圏の形成
時間距離の短縮で「上海〜南京」と「東京〜⼤阪」は5千万⼈規模に。
将来的には、九州経済圏の規模を超える⼤きな視点が必要。



地域戦略
 

（2012年4⽉策定）
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情勢の認識
アジアと共にビジネス拠点として成⻑することが必然、かつ可能アジアと共にビジネス拠点として成⻑することが必然、かつ可能

国際貿易都市としての歴史を踏まえて、強みを伸ばし機会を活かす国際貿易都市としての歴史を踏まえて、強みを伸ばし機会を活かす


 

強み強み


 

戦略的な位置（東アジアの中⼼）戦略的な位置（東アジアの中⼼）


 

⾼い暮らしの質⾼い暮らしの質


 

九州における中枢性九州における中枢性


 

研究・教育機関の集積研究・教育機関の集積


 

機会機会


 

アジアの成⻑アジアの成⻑


 

九州の統合深化九州の統合深化

23© 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council

「写真提供：福岡市」
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将来像の設定
東アジアのビジネスハブ

⽇中台韓のビジネス交流・開発・営業拠点


 

持続可能な地域


 

経済


 

⼈材


 

移動


 

⽣活


 

環境


 

地域経営

© 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council

「写真提供：福岡市」
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⽬標の数値化
10年間での達成⽬標

域内総⽣産（GRP）
 

+2.8兆円（年平均成⻑率+2.5%）
雇⽤

 
+6万⼈

 
（年平均成⻑率+0.5%）

⼈⼝
 

+7万⼈
 

（年平均成⻑率+0.3%）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0
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12.0

14.0

20
00

20
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20
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20
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20
08

20
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20
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20
14

20
16

20
18

20
20

1.5% 2.5% 実績

9.9兆円

11.5兆円 ＋1.2兆円

基本シナリオ

⽬標シナリオ
12.7兆円

＋1.6兆円

実績 試算

GRP
（兆円）

年間必要売上増加分
4,400億円

1,130億円
福岡の健康⾷品会社上位5社の売上合計

2009年度
（エバーライフ、メディアプライス、やずや、キューサイ、アサヒ緑健）
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戦略の策定
交流の活性化により

 
質を重視した成⻑をはかる

(注）域外（市場の需要を獲得する対象エリアとしては、九州域外を指す）

域外に向けて挑戦する
環境をつくる



 

アジア市場は引続き成⻑


 

時間距離短縮で経済圏は超広域化

⼈材の多様性を
強化する



 

⽣産年齢⼈⼝の減少

⾰新的・創造的な
交流の場をつくる



 

⽀店数の減少


 

後背地である九州の市場は縮⼩

「写真提供：福岡市」
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短期
交流⼈⼝の増加

（MICEなど）

中期
ビジネスの開発
（社会実験など）

⻑期
移出産業の成⻑

（雇⽤創出へ）

⼯程の組み⽴て
段階的に取組みを拡充

将来像

東アジアの
ビジネスハブ

2020
⽬標

GRP+2.8兆円
雇⽤

 

+6万⼈
⼈⼝

 

+7万⼈

2011
年度

戦略

2012
年度

F/S

2013
年度

事業

Fukuoka D.C.
フェーズ１
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８つの重点産業分野
コンテンツ
ファッション
⾼等教育
通販
集客・交流
⾷
⽣活関連サービス（環境、福祉など）
グローバル研究開発

８つのビジネス基盤
経済基盤

中⼩企業振興
資⾦調達
⼈材開発
社会実験

街づくり
都⼼
ウォーターフロント
交通ネットワーク
住環境

高

中

低

数億円 数十億円 数百億円

事業採算性
（勝算、実現可能性）
（担い手の見通し）

⑤

⑤
⑦

⑧

⑪ ⑥
⑫
⑫

⑩
⑨

⑨
⑩

⑥⑦⑤

⑪
⑧

成⻑性
（10年後の市場規模）
（九州への波及効果）

事業採算性
（勝算、実現可能性）
（担い⼿の⾒通し）

⾼

中

低

数億円 数⼗億円 数百億円

⿊＝福岡都市圏
⾚＝全国（平均）

重点分野の絞込みと部会の設置

観光

+270億円〜
（+1.5%/年〜）

環境

+1,900億円〜
（+2.1%/年〜）

⾷

+1,200億円〜
（+1.5%/年〜）⑤⾼等教育の産業化

⑥デジタルコンテンツ産業
⑦ファッション産業
⑧集客・交流の産業化
⑨通販ビジネスの⾼度化
⑩⾷の６次産業化、海外展開
⑪⽣活関連サービスの⾼度化
⑫グローバル企業・施設の誘致

差異性
（福岡ならではの必然性）
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これまでの成果
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⼈材

イノベーション

⾷
⾷産業振興

環境
スマートシティ

都市
都⼼再⽣

観光
MICE

産業振興
情報コンテンツ

受
⼊
基
盤

産業振興

都市機能要件
移出産業化

ビジネス機会

受
⼊
基
盤

M
ICE

テ
ー
マ

受
⼊
基
盤

誘
致
要
因

M
ICE

テ
ー
マ

何をやっているのか?
地域戦略の推進のため、MICEを軸として、テーマごとのプロジェク

 トを５つの部会にて推進している。
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観光
 

国際的ビジネスイベントが盛んな地域へ
MICEビューロー

MICEの誘致受⼊、企画に特化した専⾨性の⾼いワンストップ組織を設置する

（写真：福岡コンベンションビューロー）
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環境
 

⼈々がICTを使いこなす効率的な地域へ
スマートシティ

⽣活インフラ全体を統合し、より効率的な都市づくりと持続的成⻑をはかる

（画像：⽇⽴製作所）
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⾷
 

魅⼒的な⾷が⼈と投資を惹きつける地域へ
フード・エキスポ

福岡・九州の⾷産業及び周辺産業とのマッチング・イベントを通じて、
福岡・九州の⾷⽂化の国際ブランド化、交流の活性化、産業の振興をはかる
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⼈材
 

市⺠と共に新たな価値を⽣み続ける地域へ
イノベーション・スタジオ

⼈材が流⼊し新しい価値を⽣み出していく「⽣態系」の中核機能をつくる

市⺠と企業の集合知による新しい製品・サービス、ビジネス、そして市場の創造

（写真：re:public）
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都市
 

世界から⼈を惹きつける都⼼のある地域へ
都⼼再⽣戦略

イノベーション経済のエンジンとなる都⼼を段階的につくる⾏動を開始する
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お話ししたいこと
はじめに

福岡は変わったか？
なぜ、どのような成⻑が必要か？

FDCの取組み
何をやってきたのか？
何をやっているのか？

今後の展望
これまでの成果
FDC 2.0に向けて
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協働の基盤を発展させてきた


 
会員の増加
主に、域外企業が増加


 

36→86（設⽴時→10⽉4⽇現在）



 

うち、正会員23→58／特別会員6→6／賛助会員7→22



 
市⺠理解の促進
フォーラムなど


 

地域戦略フォーラム


 

市⺠フォーラム


 

スマート・モビリティ・アジア


 

クリエイティブ・シェア・カンファレンス


 

都⼼再⽣フォーラム


 

国際社会実験（LLGA）報告会
メディア発信


 

新聞、テレビ、雑誌、web、Facebookなど



 
政府からの評価
内閣府経済財政諮問会議「地域経済再⽣の司令塔」
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域外へのワンストップ窓⼝を確⽴してきた


 
⽇本政府


 

内閣官房


 

内閣府


 

総務省


 

経済産業省


 

国⼟交通省



 
外国の政府・⾃治体など
オランダ
シンガポール
国際地域ベンチマーク協議会（IRBC）
国際社会実験（Citymart / LLGA）



 
対内投資受⼊⽀援
ウォーターフロント再⽣に関する開発・投資事業など



 
域外企業へのビジネス開発⽀援
イノベーション・スタジオへの参画協議
複数の企業からの打診
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事業体の⽬論⾒を検討してきた


 
地域戦略の策定



 
部会の設置・運営



 
政策への反映
福岡市


 

基本計画


 

観光戦略


 

都市計画マスタープラン／都市交通基本計画（意⾒募集中）



 

MICE機能の強化
国家戦略特区（福岡市と共同提案済）



 
規制緩和
構築物の⽤途制限の緩和（臨港地区条例改正）



 
事業体の⽬論⾒
MICEビューロー
ウォーターフロント・エリアマネジメント
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2020年の世界
世界地図に載る福岡

FDC戦略⽬標の達成へ
GRP +2.8兆円、雇⽤+6万⼈、⼈⼝+7万⼈

 
+ 国際会議件数+23件（世界50位）

FUKUOKA

Credit: NASA Earth Observatory/NOAA NGDC
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世界に選ばれる福岡の価値をつくる
成⻑株企業のビジネス開発を⽀援する４つの価値を提供していく

九州

福岡

東京／⽇本
釜⼭／韓国

ソウル／韓国

上海／中国

⾹港／中国 台北／台湾・中国

シンガポール／ASEAN

アムステルダム／欧州

シアトル／北⽶

アムステルダム経済委員会
Amsterdam Economic Board

シンガポールビジネス連盟
Singapore Business Federation

市、九⼤など
東京事務所

貿易開発協会
Trade Development AllianceFDC

県⾹港事務所

＜４つの価値＞


 

イノベーションの場


 

巨⼤市場へのアクセス


 

ビジネス開発⽀援基盤


 

暮らしの質

＜４つの価値＞


 

イノベーションの場


 

巨⼤市場へのアクセス


 

ビジネス開発⽀援基盤


 

暮らしの質



プロジェクトから社会運動へ
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